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第 4 回 九州観光ビジネス強化委員会 

事務局：環境テクノス株式会社 

九州の観光関連サービス産業の振興戦略に関するアウトプットイメージ 

１．事業実施の背景・目的（抜粋） 

九州では、地域における GDP の拡大、雇用の維持・拡大、新たなサービス産業創出のための方

策の一つとして、観光産業の振興が非常に重要。『九州観光ビジネス強化委員会』を設置して各種

検討を行い、情報発信を行う。 

２．本委員会で検討する観光関連サービス産業の高付加価値化 

観光関連サービス産業は、その地域のコアとなる資源（観光コンテンツ）により、訪れた観光

客に対して各種のサービスを提供している。つまり、この産業は地域の観光コンテンツが魅力的

でなければ成立しない。したがって、各事業者は、地域の観光コンテンツの付加価値を向上《地

域の付加価値向上》させながら、事業者自身のサービスの付加価値を向上《事業者の付加価値向

上》させなければならない。 

しかしながら、多くの観光関連サービス産業の事業者は、取組の有無は別として後者の《事業

者の付加価値向上》について理解はあるものの、前者の《地域の付加価値向上》については自前

の労働力などの資本を充てる余力が無いと考えている。また、実際に余力が無い場合も多い。 

それらを踏まえ、本委員会では九州の観光関連サービス産業の振興方策（下記：Ⅰ．及びⅡ．）

について検討を行った。（詳細は資料④－2(個別概要版)参照）また、その振興方策の概念図を以下

に示した。 

Ⅰ．観光関連サービス産業振興のための九州の観光ポテンシャルについて 

Ⅱ．九州を訪れた観光客の顧客満足を高めてリピートさせるために 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料④-1 

・地域観光資源
・おもてなし、ふれあい

・ニューツーリズム
・食　　　　　　・・・・など

・地域観光資源
・おもてなし、ふれあい

・ニューツーリズム
・食　　　　　　・・・・など

付加価値

効率化
観光関連サービス産業　
事業者（受入側）　

地域の付加価値を上げる

地域のコアとなる魅力ＵＰ

まち全体（組織全体）で
取り組まないと、効果ある
コンテンツになり辛い。
（取り組みも困難）

異業種連携

余力が必要余力が必要

観光客のニーズ

観光の目的（コンテンツ）
に認識されるには

観光コンテンツ
として認識される

観光コンテンツ
として認識される

個に付加価値が還元

地域力向上

人、もの、
資本、技術・・・

住民意識醸成、
教育地域資源発掘

観光客が訪れる観光客が訪れる

リーダー（中心人物）
の存在も重要　

マッチ

サービス産業の
　生産性向上




